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高度 100 km付近の超高層大気は地球温暖化、火山、地震、太陽活動等により膨張・収縮し、気候変動の予測や
宇宙天気予報の観点で重要な観測対象である。しかし人工衛星や気球でその場観測できない高度のため、大気の中
で最もデータが乏しい。我々は、国際宇宙ステーション (ISS) から宇宙X線背景放射 (CXB) の大気減光を観測す
ることで、高度 100 km付近の超高層大気の密度を測定する計画 SUIM (Soipix for observing Upper atmosphere
as Iss experiment Mission) を進めており、来年度のペイロード打ち上げを目指している。 ペイロードは、ISS の
曝露部に設置されている Materials International Space Station Experiment (MISSE) に 6ヶ月間搭載されたの
ち、地球に返還される。ペイロードの大きさは約 290 mm×120 mm×95 mmで、ISSから 28 V DCが供給され
る。テレメトリは ISS経由で地上に送る。X線カメラの主検出器は X線 SOI-CMOSピクセル検出器 XRPIXで
あり、スリットコリメータと組み合わせることで、高度ごとに大気密度を測定する。X線カメラは CPU組み込
み FPGA (Zynq) を用い自律的に制御する。2025年 7月に、陽子照射による Zynqの放射線耐性試験、およびエ
ンジニアリングモデル相当品の振動試験を行う計画で、並行してフライトモデルの製作も行なっている。ソフト
ウェアの開発も進めている。本講演では SUIM開発の最新状況を報告する。


